
山
梨
県
師
範
学
校
附
属
小
学
校
編
集
の

『
小
学
文
芸
読
本
』

の
位
置

i
文
芸
的

「
国
語
副
読
本
」

は
じ
め
に

井
上
敏
夫
は
、
大
正
期
の
国
語
教
科
書
に
触
れ
た
論
述
の
中
で
、

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
〔
1
］

お
そ
ら
く
、
こ
の
大
正
中
期
か
ら
昭
和
初
年
に
か
け
て
ほ
ど
、
副
読
本
、

文
学
読
本
の
数
多
く
発
行
さ
れ
た
時
期
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
滑
川
道
夫
も
、
「
国
語
一
部
読
本
」
に
聞
出
し
て
、
次
の
よ
う

に
い
w

フ。［
2
］

国
定
教
科
書
尊
信
時
代
に
あ
っ
て
、
教
材
範
閣
を
拡
充
し
、
多
様
な
教
材

化
を
も
た
ら
し
た
と
こ
ろ
に
、
刑
制
読
本
の
も
つ
国
語
教
脊
史
的
意
義
が
見
出

さ
れ
よ
う
。
当
時
の
「
疋
教
科
趨
り
付
き
主
義
」
（
招
3
〉
批
判
を
現
代
の
情

況
に
照
応
さ
せ
て
、
さ
ら
に
惚
り
下
げ
て
み
る
必
要
が
あ
る
。
盟
諸
副
読
本

は
、
盟
諸
科
教
育
の
外
に
で
は
な
く
、
内
に
在
っ
た
と
い
う
事
実
を
大
事
に

の
先
駆
的
成
果

i

府

川

源、

F
0・

向
広

考
え
た
い
。
（
傍
線
稿
者
）

井
上
や
滑
川
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
大
正
期
か
ら
昭
和
初
期
に

か
け
て
、
正
式
な
国
定
教
科
書
と
は
別
に
、
数
多
く
の
「
毘
語
副
読

本
」
が
刊
行
さ
れ
、
そ
れ
が
実
探
に
教
室
で
使
わ
れ
て
い
た
。
し
か

し
、
ど
の
よ
う
な
「
国
語
副
読
本
」
が
刊
行
さ
れ
、
ま
た
そ
れ
が
ど

の
よ
う
に
使
用
さ
れ
た
の
か
に
関
し
て
、
十
分
な
研
究
が
進
ん
で
い

る
と
は
い
え
な
い
。
お
そ
ら
く
「
国
語
副
読
本
」
は
、
教
科
書
研
究

（
教
育
史
研
究
）
と
子
ど
も
読
み
物
研
究
（
児
章
文
学
研
究
）
と
の

境
界
領
域
に
あ
る
た
め
、
ど
ち
ら
か
ら
も
積
極
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が

な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
当
時
の
多
く
の

子
ど
も
た
ち
は
、
国
定
読
本
に
載
せ
ら
れ
た
教
材
だ
け
で
は
な
く
、

民
間
か
ら
発
行
さ
れ
た
各
種
の
「
副
読
本
」
に
も
触
れ
て
い
た
の
だ
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っ
た
。そ
れ
ら
の
う
ち
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
、
山
梨
県
師
範
学
校
附
属

小
学
校
編
集
の
『
小
学
文
芸
読
本
』
は
、
当
時
の
著
名
な
日
本
作
家

の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
で
あ
り
、
当
代
名
作
子
ど
も
読
み
物
集
と
言
っ
て

い
い
よ
う
な
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
後
、
商
業
出
版

社
が
問
様
の
叢
蓄
を
、
大
が
か
り
な
規
模
で
出
版
す
る
こ
と
に
な
る

の
だ
が
、
こ
の
本
は
そ
の
先
鞭
を
付
け
た
仕
事
だ
と
評
価
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
ま
た
、
自
由
主
義
教
育
の
盛
行
に
樟
さ
し
て
刊
行
さ
れ

た
地
域
の
師
範
学
校
附
属
小
学
校
が
編
集
し
た
副
読
本
の
ト
ッ
プ
バ

ッ
タ

i
と
し
て
も
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
『
小
学
文

芸
読
本
』
を
取
り
上
げ
て
、
そ
の
意
義
に
つ
い
て
総
合
的
に
考
え
て

み
た
い
。

シ
リ
ー
ズ
の
概
要

こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
全
体
構
成
と
内
容
は
、
線
認
で
き
る
刊
紙
り
で
は
、

以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
「
初
級
」
に
関
し
て
は
現
物
が

確
認
で
き
ず
、
そ
の
内
容
は
、
「
上
級
一
ご
の
巻
末
に
付
さ
れ
た
広

の
「
既
刊
内
容
」
に
よ
っ
た
。
守
〕

初
紘
一
様
山
去
最
明
編
？
収
録
作
品
「
ト
ケ
イ
ノ
ハ
リ
北
涼
白

秋
」
「
ア
カ
イ
ト
リ
コ
ト
リ
北
原
白
秋
」
「
ブ
ラ
ン
コ
北
原
白

秋
」
「
モ
リ
ノ
ナ
カ
野
口
雨
情
」
「
う
さ
ぎ
の
で
ん
ぼ
う
北
原
白

秋
」
「
お
山
の
た
い
し
ゃ
う
酋
保
八
十
」
「
き
の
ぼ
り
た
ゑ
も
ん

西
候
八
「
や
ね
の
石
と
す
い
し
ゃ

（
刊
行
年
月
日
不
暁
）
定
価
五

O
銭

外
数
十
縞

由
一
向
崎
藤
村
」

邦
光
堂

中
紘
一
山
梨
県
師
範
学
校
附
属
小
学
校
縞
収
録
作
品
「
ひ
か
り

の
星
浜
田
広
介
」
「
碁
石
を
呑
ん
だ
八
ち
ゃ
ん
有
島
武
郎
」
「
納

豆
合
戦
菊
池
寛
」
「
お
話
し
こ
つ
由
一
向
精
藤
村
」
「
時
計
の
な
い
村

小
川
未
明
」
「
一
一
一
人
の
苔
姓
歌
田
雨
雀
」
「
清
兵
衛
と
瓢
箪
志

賀
誼
哉
い
「
蜘
昧
の
糸
芥
川
龍
之
介
」
「
お
釈
迦
ほ
悼
の
燈
火
島
崎

藤
村
」
「
童
謡
一
一
一
編
北
原
白
秋
」
一
九
一
一
（
大
正
二
年
一

一
一
月
一
八
日
刊
定
価
五

O
銭

邦

光

堂

上
級
一
根
岸
嘉
明
編
収
録
作
品
「
最
初
の
時
計
鈴
木
善
太

郎
」
「
争
闘
秋
田
雨
雀
」
「
万
年
筆
加
藤
武
雄
」
「
小
品
一
二
つ

武
者
小
路
実
篤
」
「
或
る
少
年
の
死
吉
田
弦
二
郎
」
「
春
藤
森
成

自
」
「
父
帰
る
菊
池
寛
」
「
童
謡
と
民
謡
・
五
編
北
原
白
秋
」

一
九
二
院
（
大
正
二
一
一
）
年
七
月
一
七
日
定
価
六

O
銭

邦

光

堂
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上
級
ニ
根
岸
嘉
明
編
収
録
作
品
「
太
揚
と
蛙
小
川
未
明
」

「
泣
く
党
鈴
木
重
信
」
「
仏
陀
と
、
戦
争
秋
出
雨
雀
」
「
兄
弟
山

本
有
一
一
一
」
「
未
知
の
世
界
加
藤
武
雄
」
「
土
蔵
須
藤
鐘
ご
「
名

君
菊
池
寛
」
「
小
僧
の
神
様
志
賀
誼
哉
」
一
九
二
五
（
大
正
一

四
）
年
一

O
月
ニ
七
日
定
価
五

O
銭

邦

光

堂

こ
れ
ら
四
冊
の
シ
リ
ー
ズ
の
う
ち
、
一
番
最
初
に
刊
行
さ
れ
た
の





い
た
こ
と
も
推
察
で
き
る
。

第
二
の
「
序
」
は
、
菊
池
寛
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

正
一
一
年
一

O
月
」
の
表
記
が
あ
る
。
菊
池
の

カ
ル
で
格
調
の
高
い
文
章
で
あ
る
。

や
は
り
「
大

は
、
レ
ト
リ

人
生
の
真
実
を
語
り
、
生
活
の
実
相
を
一
不
し
、
人
心
の
秘
奥
そ
描
く
も
の
、

文
学
を
措
い
て
外
に
な
い
。
文
学
は
人
生
の
鏡
で
あ
り
、
人
生
の
旅
行
記
で

あ
る
。
北
田
は
、
大
学
を
以
て
、
徳
に
入
る
の
門
だ
と
云
っ
た
。
現
在
に
於
て

文
学
は
正
に
入
金
に
入
る
の
円
で
あ
る
。
文
学
に
拠
り
て
、
人
生
の
予
備
知

識
を
得
、
而
し
て
実
人
生
に
旅
立
つ
な
ら
ば
、
恐
ら
く
は
処
世
道
に
於
て
、

踏
み
誤
る
こ
と
少
な
い
で
あ
ら
う
。
文
学
は
こ
の
意
味
に
於
て
人
生
学
で
あ

り
人
間
学
で
あ
る
。
（
下
路
）

菊
池
寛
は
こ
の
よ
う
に
述
べ
、
「
今
偶
『
小
学
文
芸
読
本
』
発
行
の

企
が
あ
る
の
を
知
っ
て
、
現
代
教
育
の
欠
臨
を
補
ふ
に
、
こ
れ
ほ

ど
適
切
な
、
こ
れ
ほ
ど
時
宜
的
な
企
は
な
い
と
思
っ
た
。
私
は
乞
は

れ
る
ま
〉
に
、
借
越
を
顧
み
ず
に
序
を
か
い
た
。
」
と
、
結
ん
で
い

る
。
菊
池
は
、
地
方
の
小
学
校
教
師
の
依
頼
に
応
え
て
、
こ
う
し
た

推
薦
の
文
章
を
書
き
、
出
版
に
花
を
添
え
た
の
で
あ
る
。
菊
池
の
側

に
も
、
子
ど
も
の
た
め
の
文
学
読
本
の
必
要
性
へ
の
十
分
な
認
識
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
こ
う
し
た
企
画
に
協
力
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ

う
し
た
菊
池
寛
の
姿
勢
は
、
や
が
て
、
一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
に
、

自
身
が
編
集
し
た
『
小
学
童
話
読
本
』
（
輿
文
社
）
の
仕
事
へ
と
つ

な
が
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

第
一
一
一
の
「
序
」
は
、
山
梨
問
問
師
範
学
校
附
属
小
学
校
主
事
だ
っ
た

荻
野
素
助
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

荻
野
は
、
「
す
べ
て
の
人
に
恵
ま
れ
た
芸
術
の
芽
を
を
し
げ
も
な

く
ふ
み
に
じ
ら
れ
た
子
供
が
、
ど
う
し
て
、
滋
き
心
の
持
主
と
な
り
、

博
大
な
愛
に
生
き
る
人
と
な
り
得
ま
せ
う
。
」
と
述
べ
、
そ
う
し
た

「
重
圧
に
た
へ
か
ね
て
ゐ
る
可
憐
の
子
供
た
ち
を
救
」
う
た
め
に
、

こ
の
書
を
編
纂
し
た
と
記
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
「
こ
の
書
に
収
め

た
も
の
！
真
剣
に
人
生
に
就
い
て
考
へ
て
ゐ
る
芸
術
家
の
手
に
な
っ

た
創
作
こ
そ
、
子
供
等
に
と
っ
て
真
の
読
み
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、

も
は
や
誰
し
も
が
否
む
こ
と
の
出
来
な
い
事
実
で
あ
る
と
患
ひ
ま

す
」
と
新
一
一
一
目
す
る
。
「
芸
術
教
育
」
こ
そ
が
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長

に
役
に
立
つ
と
い
う
4

一
自
明
で
あ
る
。
こ
れ
に
も
、
「
大
正
一
一
年
一

O
月
」
の
表
示
、
が
あ
る
。

以
上
が
、
一
二
つ
の
「
序
」
の
概
要
で
あ
る
。
ど
の
「
序
」
も
、
子

ど
も
た
ち
に
文
芸
作
品
を
読
ま
せ
る
こ
と
が
広
義
の
教
育
的
な
意
味

を
持
つ
こ
と
を
高
々
と
う
た
っ
て
い
る
。
だ
が
、
も
し
地
域
の
附
属

小
学
校
が
主
体
と
な
っ
て
副
読
本
を
刊
行
す
る
の
な
ら
、
荻
野
主
事

に
よ
る
「
序
」
だ
け
で
も
十
分
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

こ
の
刊
行
物
に
は
、
も
と
文
部
次
官
で
あ
り
、
東
北
帝
国
大
学
、
京

都
帝
層
大
学
の
総
長
を
臆
任
し
、
当
時
は
新
教
育
の
牙
城
成
城
小
学

校
を
率
い
て
い
た
津
柳
政
太
郎
と
、
文
壇
の
ド
ン
で
あ
っ
た
菊
池
寛

に
よ
る
序
文
が
付
さ
れ
て
い
た
c

地
方
の
附
属
小
学
校
が
編
修
し
た

4-



小
冊
子
の
序
文
と
し
て
は
、

は
な
い
。

な
ぜ
そ
う
し
た
権
威
付
け
が
必
要
だ
っ
た
の
か
は
、
不
明
だ
が
、

も
し
か
す
る
と
、
こ
の
本
の
刊
行
先
が
東
京
の
邦
光
堂
と
い
う
民
間

出
版
社
だ
っ
た
こ
と
と
関
係
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
邦
光
堂
は
、

こ
の
時
ま
で
少
年
向
け
の
啓
蒙
的
読
物
な
ど
を
出
版
し
て
い
た
小
出

版
社
で
あ
る
。
昭
和
期
に
入
っ
て
か
ら
は
、
社
会
科
学
に
関
す
る
刊

行
物
に
手
を
広
げ
、
思
佐
竹
猛
の
著
者
な
ど
も
刊
行
す
る
こ
と
に
な

る
。
つ
ま
り
、
こ
の
本
は
、
民
聞
の
商
業
出
版
社
が
作
製
販
売
し
た

「
高
品
」
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
附
属
小
学
校
と
出
版
元
と
が
、

ど
の
よ
う
な
出
版
契
約
を
結
び
、
こ
の
本
を
ど
の
よ
う
に
普
及
さ
せ

よ
う
と
し
て
い
た
の
か
な
ど
の
詳
細
は
分
か
ら
な
い
。
だ
が
、
『
小

学
文
芸
読
本
』
が
、
山
梨
県
の
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
地
域
的

な
頒
布
だ
け
を
意
図
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
最
初
か
ら
全
国
的
な
高

盟
を
視
野
に
入
れ
て
い
た
と
す
る
な
ら
、
樺
榔
や
菊
池
の
「
序
」
は
、

そ
の
戦
略
の
た
め
の
大
き
な
付
加
価
値
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
「
副
読
本
」
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
そ
検
討
す
る
に
あ

た
っ
て
は
、
そ
の
書
物
の
内
容
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う

な
出
版
社
か
ら
ど
の
よ
う
な
意
図
で
刊
行
さ
れ
た
か
、
あ
る
い
は
、

そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
流
通
し
た
の
か
な
ど
を
、
で
き
る
限
り
視
野
に

置
く
必
要
が
あ
る
。

い
さ
さ
か
過
ぎ
た
感
が
し
な
い
わ
け
で

儲
鞠
鞠
離
の
意
図

さ
ら
に
、
三
つ
の
序
文
の
後
に
は
、
「
こ
の
読
本
の
編
纂
に
就
い

て
」
と
い
う
文
章
が
付
け
ら
れ
、
次
の
よ
う
に
冒
頭
部
が
書
き
起
こ

さ
れ
て
た
。
筆
者
は
、
根
岸
嘉
明
と
矢
崎
静
の
連
名
で
あ
る
。

小
学
文
芸
読
本
は
、
ま
こ
と
の
教
育
を
建
設
す
る
こ
と
に
努
力
し
〉
あ
る

本
学
の
研
究
学
級
で
、
読
本
と
し
て
こ
ど
も
等
に
試
み
た
も
の
及
び
こ
の
後

試
み
や
う
と
す
る
も
の
〉
う
ち
か
ら
編
輯
い
た
し
ま
す
。

此
の
本
に
収
め
た
十
編
の
創
作
と
一
一
一
編
の
童
話
と
が
物
語
っ
て
お
り
ま
す

や
う
に
、
こ
の
読
本
の
文
章
は
溌
料
た
る
人
間
味
に
官
田
み
、
従
っ
て
こ
ど
も

の
生
活
に
郎
し
て
お
る
こ
と
を
、
主
要
な
条
件
と
し
て
選
択
い
た
し
ま
す
。
故

に
、
こ
ど
も
等
に
と
っ
て
は
よ
き
心
の
犠
と
し
て
の
読
み
も
の
で
あ
る
と
同

時
に
、
固
定
読
本
に
よ
っ
て
は
、
満
た
し
得
ざ
る
も
の
を
補
っ
て
余
り
あ
る

と
信
じ
ま
す
。
（
中
路
）

Rυ 

こ
こ
に
は
、
附
属
小
学
校
の
「
研
究
学
級
」
で
、
取
り
上
げ
た
作

品
を
集
め
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
の
と
同
時
に
、
国
定
読
本
一
辺

倒
の
国
語
学
習
の
現
状
に
対
し
て
の
批
判
め
い
た
文
書
も
あ
る
。

ま
た
、
少
し
後
に
は
、
「
言
ふ
ま
で
も
な
く
「
読
む
」
こ
と
は
、

各
自
の
創
作
で
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
自
由
と
創
造
の
天
地
が
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
J

と
い
う
、
読
み
方
学
習
に
対
す
る
、
王
張
も

打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。
「
読
む
」
と
い
う
行
為
が
「
各
自
の
創
作
」

だ
、
と
い
う
主
張
は
、
当
時
の
読
み
方
教
育
に
お
い
て
必
ず
し
も
大

勢
の
認
め
る
考
え
方
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
類
似
の
で
あ



る
芦
間
恵
之
助
の
有
名
な
「
自
己
を
読
b
」
と
い
う
考
え
方
を
持
ち

出
す
ま
で
も
な
く
、
こ
れ
は
、
旧
来
の
読
み
方
指
導
に
対
す
る
開
題

提
起
で
あ
り
、
そ
れ
は
ほ
か
な
ら
ぬ
こ
の
時
点
に
お
け
る
山
梨
県
師

範
学
校
附
属
小
学
校
の
自
由
、
主
義
的
読
み
方
教
育
の
主
張
だ
と
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
し
た
、
読
み
方
教
育
を
伸
展
さ
せ
る
た
め

に
は
、
閤
定
読
本
だ
け
で
は
な
く
「
文
芸
的
」
な
副
読
本
が
必
要
だ

と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
根
岸
た
ち
は
、
学
習
者
た
ち
が
「
各
自
の
創
作
」
と
し

て
の
〈
読
み
〉
を
展
開
す
る
に
は
、
国
定
読
本
に
掲
載
さ
れ
た
実
科

的
で
狭
小
な
題
材
な
取
り
扱
っ
た
教
材
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
り
、

次
々
と
新
し
く
創
作
さ
れ
、
ま
た
教
科
書
以
外
の
媒
体
で
多
く
の
子

ど
も
た
ち
が
読
ん
で
い
る
よ
う
な
、
現
代
作
家
の
童
話
や
章
一
議
に
触

れ
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
木
村
真
人

は
、
こ
う
し
た
点
に
、
こ
の
読
本
の
「
文
学
教
育
の
自
的
が
端
的
に

表
れ
て
い
る
」
と
評
し
て
い
る
。

ま
た
編
集
に
当
た
っ
て
、
尋
常
三
年
程
度
で
習
得
さ
れ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
漢
字
以
外
に
は
振
り
仮
名
な
振
っ
た
こ
と
や
、
同
一
の

文
字
が
数
回
同
一
の
文
章
に
繰
り
返
さ
れ
る
と
き
は
、
読
者
が
そ
れ

に
慣
れ
た
だ
ろ
う
か
ら
ル
ピ
を
除
い
て
あ
る
こ
と
な
ど
も
、
記
さ
れ

て
い
る
。
こ
う
し
た
教
育
的
配
慮
は
、
現
実
に
小
学
校
で
子
ど
も
た

ち
を
相
手
に
し
て
い
る
教
員
で
あ
れ
ば
、
当
然
の
配
慮
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
「
難
解
の
お
そ
れ
あ
る
語
句
や
、
広
き
に
通
じ
な
い
方

言
は
、
改
窺
の
田
芭
涜
を
敢
へ
て
い
た
し
ま
し
た
」
と
、
断
り
金
一
き
が

し
で
あ
り
、
志
賀
直
哉
の
「
清
兵
衛
と
瓢
箪
」
に
、
回
収
も
そ
の
筒
所

が
多
か
っ
た
こ
と
も
書
き
添
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
短
編
の
出
典
は
、

一
九
一
二
一
（
大
正
一
一
）
年
に
改
造
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
吉
祥
々

i

創
作
十
三
篇
』
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、

現
成
文
壇
作
家
の
作
品
を
転
載
す
る
わ
け
だ
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作

家
に
対
し
て
こ
の
読
本
へ
収
録
す
る
許
諾
を
得
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

と
す
る
な
ら
、
作
家
の
側
も
、
こ
う
し
た
企
画
に
賛
同
し
て
い
た
こ

と
と
、
そ
の
場
合
、
自
分
の
文
章
に
手
を
入
れ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る

こ
と
を
あ
る
程
度
是
認
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

萩
野
繁
勤
と
接
岸
議
明

こ
の
読
本
の
編
集
に
関
わ
っ
て
、
編
集
人
と
し
て
名
前
を
出
し
て

い
る
教
員
た
ち
は
、
ど
の
よ
う
な
人
物
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
『
創

立
六
十
周
年
記
念
誌
・
山
梨
県
師
範
学
校
』
の
「
創
立
以
来
ノ
旧
職

員
」
の
項
か
ら
、
こ
の
読
本
の
「
序
」
を
書
い
た
荻
野
と
、
編
集
に

携
わ
っ
た
根
岸
、
矢
轄
の
「
就
職
年
月
」
と
「
転
免
年
月
」
と
を
抜

き
出
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
在
任
期
聞
を
算
出
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

6一

〔」〕
荻
野
素
助

九

（

明

治

剖

四

）

二

月

1
一
九
一
一
一
一
一
（
大
正

二

一

）

一

月

一

一

年

九

ヶ

月

一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
一
二
月

1
一
九
二
問
（
大
正

二

一

一

）

年

五

月

五

年

六

ヶ

月

一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
三
月

1
一
九
一
二
一
一
（
大
正

根
岸
嘉
明

矢
崎
静



二
乙
年
二
月

四
年

0
ヶ
月

荻
野
は
、
山
梨
県
師
範
学
校
附
属
小
学
校
に
、
「
教
諭
」
の
職
位

で
赴
任
し
て
き
た
。
出
身
地
は
、
神
奈
川
川
で
あ
る
。
一
九
一
七
（
大

正
六
）
年
に
は
、
十
一
級
俸
が
下
賜
さ
れ
、
「
師
範
学
校
教
諭
兼
師
範

学
校
舎
監
」
と
な
っ
た
。
ま
た
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
『
小
学
文
芸

読
本
中
級
』
の
「
序
」
の
肩
書
き
は
、
「
山
梨
県
師
範
学
校
附
属

小
学
校
主
事
」
と
な
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
附
属
小
学
校
の
在
任

期
間
も
長
く
、
そ
こ
で
要
職
を
勤
め
て
き
た
ベ
テ
ラ
ン
の
荻
野
が
、

附
属
小
学
校
を
代
表
し
て
「
序
」
を
書
き
、
ま
た
出
版
刊
行
に
関
わ

る
様
々
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
［
三

一
方
、
根
岸
・
矢
時
の
両
名
は
、
荻
野
の
着
任
か
ら
六
年
ほ
ど
後
、

相
前
後
し
て
附
属
小
学
校
に
「
制
導
」
の
職
位
で
着
伍
し
て
い
る
。

提
出
芹
・
矢
崎
の
出
身
地
は
、
と
も
に
山
梨
だ
っ
た
。
も
し
か
す
る
と
、

問
名
の
赴
任
に
際
し
て
は
、
荻
野
の
意
向
が
鋤
い
て
い
た
か
も
し
れ

3
3
3刻
3
1｜
｜

1
1
1
1
1
1
1
1
J
号
な
い
。
と
い
う
の
も
、

山

地

い

謬

謬

ダ

一

明

荻

野

素

劫

が

赴

任

し

、

リ
一
忠
弘
畿
畿
鱗
鱗
鱗
欝
人
一
刊
矢
崎
静
、
根
岸
嘉
明
が

お
一
場

i

、
弘
警
警
護
襲
撃
譲

γ
一
正

一

円

封

鎖

誠

一

二

以

退

任

す

る

ま

で

の

聞

の

、

A

忍
設
く
わ
鱗
67

之
J

一
鱗
山
梨
県
の
教
育
事
情
は
、

弘

p

a

a

h
活
折
，

pdm，h
h

一
梨

暗闇川

d
f－
陀
尺
柄
、
一
川
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
で

l
i
l
i
l
i
a－
－

3
1
1
1
1
1
1
1し
あ
っ
た
か
ら
だ
二
日
〕

『
山
梨
県
教
育
百
年
史
』
は
、
大
正
五
年
の
地
元
の
教
育
誌
「
山

梨
教
育
」
を
検
討
し
た
で
、
「
こ
の
こ
ろ
既
に
、
山
梨
県
で
は
、

大
正
中
期
に
お
け
る
新
教
育
実
践
へ
の
素
地
は
か
な
り
に
ま
で
形
成

さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
大
正
一

O

年
一
二
月
の
「
山
梨
教
育
・
三

O
O号
」
で
は
、
東
京
高
師
の
掻
口

長
市
が
「
欧
米
の
民
主
的
教
育
」
を
紹
介
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
大

正
一
間
年
五
月
の
「
山
梨
教
育
・
一
一
一
二
七
口
ぎ
に
は
島
崎
藤
村
・
北

漂
白
秋
が
、
大
正
一
五
年
一
月
の
「
山
梨
教
育
・
一
二
三
五
号
」
に
は

芥
川
龍
之
介
が
寄
稿
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
山
梨
県
に

お
い
て
は
、
大
正
期
に
入
っ
て
か
ら
「
新
教
脊
」
や
文
学
に
関
す
る

一
般
教
員
た
ち
の
関
心
が
高
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
そ

の
「
山
梨
教
育
・
二
八
一
号
」
（
大
正
七
年
九
月
）
に
は
、
当
時
鰍

沢
小
学
校
訓
導
だ
っ
た
接
岸
嘉
明
の
「
動
的
教
育
と
私
」
と
い
う
論

考
が
載
せ
ら
れ
て
い
た
。
〔
7
］

根
岸
が
関
心
を
持
っ
た
「
動
的
教
育
」
と
は
、
一
言
う
ま
で
も
な
く

兵
庫
県
照
明
石
女
子
師
範
学
校
附
属
小
学
校
主
事
で
あ
っ
た
及
川
平
治

が
提
唱
し
た
「
分
自
式
動
的
教
育
説
」
の
こ
と
で
あ
る
。
及
川
は
、

一
九

O
七
（
大
正
一

O
）
年
に
開
催
さ
れ
た
「
八
代
教
育
思
潮
公
開
講

演
会
」
で
は
、
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ

i
を
引
き
受
け
た
。
集
会
に
は
、
全

留
か
ら
四

0
0
0名
の
小
学
校
教
師
が
集
ま
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る

が
、
こ
の
時
い
か
に
「
新
教
育
」
が
、
八
五
陸
の
教
員
た
ち
か
ら
注
目

を
浴
び
て
い
た
の
か
が
推
察
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
根
岸
嘉
明
も
そ
こ

に
集
ま
っ
た
熱
心
な
若
き
教
師
た
ち
と
共
通
の
気
脈
を
持
っ
た
人

で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
［
日
〕

7 



根
岸
は
、
「
山
梨
教
育
」
に
掲
載
し
た
「
動
的
教
官
と
私
」
の
中

で
、
「
動
的
教
育
」
に
心
を
惹
か
れ
た
の
は
、
「
在
来
の
教
師
に
不
安

と
不
満
と
を
感
じ
、
何
う
か
し
て
力
強
い
根
拠
と
信
頼
す
る
に
足
る

べ
き
方
法
と
を
得
た
い
と
探
索
し
た
結
果
落
ち
つ
い
た
の
が
こ
の
畑

で
し
た
」
と
、
当
時
の
教
育
の
現
状
に
対
す
る
問
題
意
識
か
ら
だ
っ

た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
根
岸
は
、
及
川
の
「
動
的
教
育
」
を
そ
の

ま
ま
実
践
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
当
時
の
教
育
の
状

況
を
切
り
開
く
き
っ
か
け
の
一
つ
と
し
て
受
け
止
め
た
の
で
あ
る
。

そ
う
し
た
根
岸
の
教
育
実
践
が
注
目
さ
れ
た
の
か
、
彼
は
山
梨
県
師

範
学
校
附
属
小
学
校
に
迎
え
ら
れ
、
大
正
一

O
年
三
月
か
ら
大
正
一

三
年
頃
ま
で
設
け
ら
れ
た
自
由
学
級
（
研
究
学
級
）
の
担
当
と
し
て
、

新
し
い
試
み
に
専
心
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
『
創
立
六
十
潤
年
記
念

誌
・
山
梨
県
師
範
学
校
』
に
は
、
附
間
柄
小
学
校
に
お
け
る
根
岸
の
試

み
の
お
お
よ
そ
が
記
さ
れ
て
い
る
。
〔
9
］

五
口
が
校
で
採
っ
た
も
の
は
自
由
教
育
芸
術
教
育
の
二
で
あ
っ
た
。
自
由
教

育
は
モ
ン
テ
ツ
ソ
リ

i
女
史
の
主
張
に
依
る
と
こ
ろ
多
く
mmち
児
童
を
独
立

の
人
と
す
る
伺
に
彼
等
に
自
由
を
許
し
そ
の
自
発
的
活
動
に
侠
た
ね
ば
な
ら

ぬ
、
故
に
千
渉
す
る
こ
と
は
棺
当
に
禁
ぜ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
し
た
。
又
北
の
思

想
に
生
物
学
的
立
場
か
ら
理
論
づ
け
て
学
習
作
業
に
も
極
め
て
自
由
な
方
針

を
と
っ
た
。
併
し
て
大
正
十
年
三
月
か
ら
自
由
学
級
一
学
級
を
設
け
児
議
十

数
名
を
収
容
し
た
。
此
の
学
級
は
全
く
練
習
生
を
配
属
せ
し
め
ず
又
参
観
を

禁
じ
た
。
時
間
割
を
用
ひ
ず
、
思
定
教
科
警
は
年
次
に
関
係
せ
ず
、
又
読
み

物
を
多
く
し
作
業
を
重
ん
じ
教
材
も
亦
教
師
の
総
意
に
よ
る
物
を
以
で
し
た
。

此
の
学
級
は
大
五
十
三
年
頃
ま
で
試
み
に
督
一
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
で
其

の
結
果
に
つ
い
て
は
附
明
確
に
帰
着
点
を
見
出
さ
ず
し
て
止
ん
で
し
ま
っ
た
。

お
そ
ら
く
こ
の
「
読
み
物
を
多
く
し
」
あ
る
い
は
「
教
材
も
亦
教

師
の
総
意
に
よ
る
」
と
い
う
記
述
が
、
『
小
学
文
芸
読
本
中
級
』

の
刊
行
と
深
く
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
附
属
小
学
校
に
お
け
る
根
岸
の
実
践
に
関
し
て
は
、
小
原

因
芳
が
、
後
年
に
な
っ
て
か
ら
、
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。

［
問
〕附

属
小
学
校
に
お
け
る
自
由
学
級
を
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
大
正
十
年

一
二
月
か
ら
十
三
年
ま
で
続
け
ら
れ
ま
し
た
。
当
時
、
方
々
の
附
小
で
、
長
野

や
千
葉
、
富
山
や
鹿
児
島
女
高
邸
の
如
く
、
附
小
全
体
が
実
践
さ
れ
た
の
は

例
外
と
し
て
、
自
由
学
級
で
新
教
育
の
研
究
に
手
を
つ
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

山
梨
の
根
岸
さ
ん
の
教
室
も
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
さ
す
が
秀
才
で
熱

心
党
の
君
c

立
派
な
も
の
だ
と
感
心
い
た
し
ま
し
た
。

-8-

議
和
瀬
保
太
郎
と
矢
崎
静

さ
ら
に
、
こ
の
『
小
学
文
芸
読
本
中
級
』
が
作
成
さ
れ
た
後
に

な
っ
て
、
山
梨
県
師
範
学
校
附
属
小
学
校
に
訓
導
と
し
て
着
任
し
た

尾
和
瀬
保
太
郎
（
在
任
期
間
・
大
正
二
一
年
九
月

1
一
一
二
年
二
一

月
）
も
、
根
岸
嘉
明
と
と
も
に
自
由
教
育
を
展
開
し
た
一
人
ら
し
い
。



中
野
八
吾
は
、
そ
の
こ
と
を
司
都
留
市
学
校
沿
革
誌
五
』
の
中
で
、

尾
和
瀬
の
前
任
校
だ
っ
た
東
桂
小
学
校
に
お
け
る
教
育
実
践
に
触
れ

な
が
ら
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る

0
2〕

（
尾
和
瀬
は
・
稿
者
注
）
了
度
そ
の
頃
発
刊
さ
れ
た
「
赤
い
鳥
」
を
国
語

の
授
業
に
教
科
書
代
わ
り
に
使
っ
た
り
、
図
阪
は
自
由
画
本
位
で
あ
り
、
綴

方
は
自
由
先
代
、
唱
歌
は
叢
謡
ば
か
り
と
い
う
こ
と
で
保
守
的
な
校
長
を
ば

ら
ば
ら
さ
せ
た
。
彼
は
竹
久
夢
二
の
爾
を
す
き
だ
っ
た
。
（
中
路
）
尾
和
瀬
は

後
山
梨
郎
総
学
校
附
属
小
学
校
の
訓
導
と
な
り
根
岸
嘉
明
と
共
に
自
由
教
育

を
実
施
し
た
。
当
時
自
由
教
育
は
全
国
的
に
進
歩
的
な
教
育
者
の
間
に
行
わ

れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
自
由
主
義
は
放
任
主
義
に
通
ず
る
所
が
多
く
、
ま
と

ま
り
の
な
い
気
分
本
伎
に
な
り
易
い
所
か
ら
気
分
数
世
円
で
あ
る
と
評
さ
れ
る

も
の
も
あ
っ
た
。
根
岸
等
の
試
み
も
遺
憾
な
が
ら
文
の
部
類
に
属
す
る
も
の

と
さ
れ
た
。

根
岸
に
し
て
も
、
尾
和
瀬
に
し
て
も
、
前
任
の
公
立
小
学
校
で
行

っ
て
い
た
自
由
主
義
的
な
実
践
の
経
験
を
も
と
に
し
て
、
附
属
小
学

校
の
白
由
学
級
の
中
で
、
そ
れ
を
さ
ら
に
徹
底
さ
せ
た
授
業
を
展
開

し
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
と
り
わ
け
、
「
赤
い
鳥
」
を
教
科
書
代

わ
り
に
能
っ
た
と
い
う
尾
和
瀬
の
試
行
は
、
そ
こ
か
ら
ア
ン
ソ
ロ
ジ

ー
の
よ
う
な
も
の
を
作
成
し
て
一
書
に
ま
と
め
よ
う
と
考
え
れ
ば
、

す
ぐ
そ
の
ま
ま
山
梨
県
師
範
学
校
附
属
小
学
校
で
作
成
し
た

文
芸
読
本
』
と
し
て
具
体
化
す
る
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
こ
の
『
小
学
文
芸
読
本
』
の
も
う
一
人
の
編
集
人
で
あ
る

矢
崎
静
に
関
し
て
は
、
吋
峡
中
文
人
録
』
に
、
次
の
よ
う
な
記
載
が

み
え
る
。
『
挟
中
文
人
録
』
は
、
一
九
二
一
二
（
大
正
一
一
乙
年
に
刊

行
さ
れ
た
山
梨
出
身
者
の
「
文
人
名
録
」
で
あ
る
が
、
矢
崎
は
そ
こ

に
「
文
人
」
の
一
人
と
し
て
、
登
載
さ
れ
て
い
る
。
教
員
の
仕
事
と

併
行
し
て
、
文
学
的
な
活
動
も
行
っ
て
い
た
か
ら
だ
ろ
う
。
〔

g

変
名
星
野
家
こ
を
用
ふ
。
明
治
二
十
八
年
十
月
十
一
日
北
巨
摩
郡
に
生
ま

る
。
大
正
六
年
間
目
立
師
範
学
校
卒
業
後
小
学
校
教
員
と
な
り
、
師
範
学
校
附

属
小
学
校
訓
導
た
り
し
が
大
五
十
二
年
二
月
東
京
京
矯
区
鉄
治
洲
小
学
校
に

転
、
す
り
怠
想
上
の
、
主
義
崎
明
白
川
に
閃
く
「
教
育
の
上
に
て
は
児
童
ら
し
き
児
窓
、

人
間
ら
し
き
人
間
と
し
て
成
長
さ
せ
た
き
念
綴
よ
り
、
芸
術
教
育
に
力
を
注

ぎ
、
文
芸
方
部
に
て
は
新
理
想
主
義
」
と
。
「
新
任
教
師
い
「
あ
く
が
れ
」
「
去

り
行
く
も
の
」
「
恩
賜
林
記
念
日
唱
歌
」
等
の
作
あ
り
、
赤
土
社
間
人
。
現
住

所
東
京
市
神
田
猿
楽
町
二
十
一
世
一
同
雲
間
出
。
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こ
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
矢
崎
は
、
二

O
代
半
ば
で
附
属
小
学
校
に

赴
任
し
、
三

O
代
に
入
っ
た
と
こ
ろ
で
、
甲
府
を
離
れ
て
上
京
し
て

い
る
。
矢
崎
は
、
文
芸
活
動
の
み
な
ら
ず
、
芸
術
活
動
全
般
に
も
関

心
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
『
峡
中
文
人
録
』
に
は
、
「
赤
土
社
間
人
」
だ

せ
き
μ
叩

ν
〈

と
の
記
載
も
あ
る
。
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
「
赤
土
社
」
は
、

楠
部
粥
弐
、
八
木
一
紳
ら
に
よ
り
新
し
く
結
成
さ
れ
た
陶
芸
作
家
団

体
で
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ

i
の
気
運
に
乗
っ
て
設
立
さ
れ
、
従
来
の



陶
芸
界
に
新
嵐
を
吹
き
込
ん
だ
。
赤
土
社
の
活
動
自
体
は
長
く
続
か

な
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
矢
崎
は
、
こ
う
し
た
新
進
の
芸
術
運
動
に
参

加
す
る
志
向
性
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
附
属
小
学
校
で
自
由
主

義
教
育
を
推
進
し
よ
う
と
し
た
情
熱
も
、
そ
う
し
た
活
動
と
深
く
関

係
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
根
岸
嘉
明
、
矢
崎
静
、
あ
る
い
は
尾
和
瀬
保
太
郎

な
ど
の
自
由
主
義
教
育
に
関
心
を
持
ち
、
そ
れ
を
具
体
的
に
展
開
し

た
若
い
教
師
た
ち
と
、
荻
野
素
助
主
事
の
尽
力
の
下
で
、
「
告
白
学

級
」
を
支
え
る
テ
キ
ス
ト
と
し
て
の
『
小
学
文
芸
読
本
』
が
、
山
梨

県
師
範
学
校
附
属
小
学
校
編
集
と
し
て
作
製
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
浜

田
広
介
、
有
島
武
郎
、
菊
池
寛
、
島
崎
藤
村
、
小
川
未
明
、
秋
田
開

雀
、
志
賀
直
哉
、
芥
川
龍
之
介
、
さ
ら
に
は
北
原
白
秋
の
作
品
を
収

録
す
る
と
い
う
編
集
方
針
は
、
当
時
考
え
ら
れ
る
最
高
の
著
者
を
揃

え
た
子
ど
も
向
け
文
学
ア
ン
ソ
ロ
ジ
！
と
し
て
結
実
し
て
い
た
。
こ

う
し
た
先
進
的
な
読
本
が
地
方
の
師
範
学
校
附
属
小
学
校
に
よ
っ
て

刊
行
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
自
体
が
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
よ
る
教

育
運
動
の
つ
の
大
き
な
成
果
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

山
梨
県
に
お
け
る
見
童
文
芸
運
動

ま
た
、
こ
の
持
期
に
は
、
山
梨
県
の
児
童
作
品
が
い
に
、

か
な
り
大
量
に
投
稿
さ
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
も
、
こ
こ
で
指
擁
し

て
お
き
た
い
。
具
体
的
に
そ
れ
を
見
る
と
、
大
正
九
年
か
ら
一
二
年

に
か
け
て
、
山
梨
県
北
巨
摩
郡
鳳
来
小
学
校
、
開
郡
小
淵
沢
小
学
校
、

間
郡
篠
丸
小
学
校
、
開
郡
村
山
富
小
学
校
、
同
郡
多
麻
小
学
校
、
同

郡
阿
部
小
学
校
、
同
郡
篠
尾
小
学
校
、
同
郡
葉
崎
小
学
校
、
同
郡
安

都
小
学
校
、
同
郡
泉
小
学
校
、
南
主
産
郡
増
穂
小
学
校
、
同
郡
鰍
沢

小
学
校
、
北
都
留
郡
広
里
小
学
校
、
同
郡
広
思
東
小
学
校
、
同
郡
鳥

沢
小
学
校
、
南
都
留
郡
西
八
代
小
学
校
、
開
郡
一
色
小
学
校
、
同
郡

上
九
一
生
小
学
校
、
向
郡
大
塚
小
学
校
、
問
郡
尾
懸
小
学
校
、
関
都

道
志
小
学
校
、
東
山
梨
郡
日
下
部
小
学
校
、
甲
府
市
穴
切
小
学
校
、

な
ど
に
所
属
し
て
い
た
児
童
の
作
品
が
、
明
赤
い
鳥
』
の
「
作
文
・

綴
方
」
「
童
謡
」
欄
に
、
多
数
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
鳳
来

小
学
校
は
学
校
を
あ
げ
て
『
赤
い
鳥
』
へ
の
投
稿
活
動
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
数
編
の
児
童
の
作
品
が
、
毎
号
必
ず
そ
の
誌
面
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
い
わ
ば
山
梨
県
は
、
児
童
雑
誌
『
赤
い
鳥
b

を
底
辺
か

ら
支
え
て
い
た
地
域
の
一
つ
で
も
あ
っ
た
の
だ
。

一
方
、
山
梨
県
師
範
学
校
附
属
小
学
校
の
自
由
教
脊
は
、
学
校
全

体
を
挙
げ
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
三
年
ほ
ど
の
試
行
を
経

た
だ
け
で
、
終
息
し
て
し
ま
っ
た
ら
し
い
。
そ
の
期
間
内
に
は
、

吋
小
学
文
芸
読
本
恥
の
「
初
級
」
や
「
上
級
」
を
続
け
て
刊
行
す
る

こ
と
も
検
討
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
結
局
、
山
梨
県
師
範
学
校
間

属
小
学
校
の
名
前
で
編
集
さ
れ
た
副
読
本
は
、
『
小
学
文
芸
読
本

中
級
』
だ
け
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
も
し
山
梨
県
師
範
学
校
附
属

小
学
校
が
、
学
校
全
体
で
積
権
的
に
こ
の
仕
事
の
継
続
を
後
押
し
た

な
ら
ば
、
た
と
え
矢
崎
や
根
岸
が
退
任
し
た
後
で
も
、
『
小
学
文
芸

読
本
』
の
続
刊
で
あ
る
上
級
（
あ
る
い
は
初
級
）
を
刊
行
す
る
こ
と
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は
可
能
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
だ
が
、
実
際
に
は
「
自
由
学
級
」
の
麗
止

と
と
も
に
、
自
由
教
育
へ
の
反
省
と
懐
読
と
が
生
ま
れ
、
そ
こ
で
刊

行
さ
れ
た
「
副
読
本
」
を
、
続
け
て
附
属
小
学
校
が
作
製
す
る
と
い

う
機
運
も
潰
え
て
し
ま
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
『
創
立
六
十
周
年
記
念

誌
・
山
梨
県
師
範
学
校
』
の
記
載
や
、
中
野
八
吾
の
『
都
留
市
学
校

沿
革
誌
玉
』
の
文
点
早
か
ら
は
、
自
由
教
育
に
対
す
る
否
定
的
な
外
部

の
声
が
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。

も
っ
と
も
、
山
梨
県
内
に
お
け
る
自
主
的
な
教
育
活
動
の
動
き
が

全
く
消
え
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
一

九
二
五
（
大
正
一
部
）
年
七
月
に
は
、
山
梨
県
教
育
会
北
都
留
郡
第
一

支
会
か
ら
「
銀
の
泉
」
と
題
す
る
機
関
誌
が
創
刊
さ
れ
て
い
る
。

『
日
本
児
童
文
学
大
事
典
』
の
解
説
で
は
、
こ
の
雑
誌
に
関
し
て
、

次
の
よ
う
な
記
述
、
が
あ
る
。
ち
〕

銀
の
泉
一
九
二
五
年
七
月
創
刊
。
二
九
年
一

O
月
（
第
一
五
巻
王
さ

ま
で
発
行
を
確
認
。
山
梨
県
北
都
留
郡
第
二
支
会
よ
り
刊
行
。

A
5
版
。
編

集
人
は
川
村
章
そ
の
他
。
年
平
均
二
回
発
行
で
、
第
三
巻
二
号
よ
り
低
学
年

尽
を
A
、
高
学
年
用
を
B
と
分
割
し
て
約
千
部
ず
つ
出
す
。
郷
土
色
の
濃
い

子
ど
も
の
作
文
や
詩
を
中
心
に
、
読
み
物
と
し
て
の
蜜
穏
や
議
話
を
、
与
問

準
て
吉
村
徹
一
一
一
、
巽
聖
歌
、
千
葉
省
一
一
一
、
浜
岡
広
介
、
多
胡
羊
歯
ら
が
執

筆
。
一
学
級
一
編
以
上
の
投
稿
を
義
務
と
し
各
学
校
に
配
布
し
て
い
た
。

（
白
木
総
称
）

こ
こ
に
は
、
山
梨
県
に
お
け
る
自
由
主
義
教
育
運
動
が
地
域
に
根

を
下
ろ
し
て
、
さ
ら
に
展
開
し
て
い
っ
た
様
相
の
一
端
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
。
こ
う
し
た
機
関
誌
の
継
続
刊
行
は
、
『
赤
い
鳥
』
の
地

域
版
の
作
製
運
動
と
も
雷
え
る
し
、
ま
た
学
校
を
中
心
と
し
た
地
域

文
化
創
成
の
試
み
と
も
一
言
え
る
。
そ
の
意
味
で
、
山
梨
県
師
範
学
校

鮒
属
小
学
校
の
編
集
に
よ
る
司
小
学
文
芸
読
本
』
の
仕
事
も
、
大
正

末
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
の
、
山
梨
県
内
の
教
員
た
ち
の
志
向

と
全
く
無
縁
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
〔
M
〕

『
小
学
文
芸
読
本
上
鍛
』
の
刊
行

こ
の
読
本
の
続
編
で
あ
る
『
小
学
文
芸
読
本
上
級
一
』
は
、

「
中
級
」
が
公
刊
さ
れ
て
か
ら
、
約
二
年
後
の
一
九
二
四
（
大
正
一

一
二
）
年
七
月
一
七
日
に
、
ま
た
「
上
級
二
」
は
、
さ
ら
に
そ
の
一
年

後
の
一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
一

O
月
二
七
日
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

編
集
者
名
は
、
根
岸
嘉
昭
明
の
個
人
名
で
あ
る
。
こ
の
時
点
で
根
岸
は
、

山
梨
県
師
範
学
校
附
属
小
学
校
の
職
を
退
い
て
お
り
、
神
奈
川
県
青

年
団
連
合
会
の
機
関
誌
「
武
相
の
若
草
」
の
編
集
に
携
わ
っ
て
い
た

よ
う
だ
。
そ
の
こ
と
は
、
後
述
す
る
こ
と
に
し
て
、
先
に
、
根
岸
嘉

明
が
編
集
し
た
二
冊
の
『
小
学
文
芸
読
本
上
級
廿
に
関
し
て
見

て
お
こ
う
。
再
度
確
認
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
収
録
作
品
は
以

下
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
［
日
］

上
級

根
岸
嘉
明
編
「
最
初
の
時
計

鈴
木
善
太
郎
」
「
争
関



秋
岡
雨
雀
」
「
万
年
筆
加
藤
武
雄
」

篤
」
「
或
る
少
年
の
死
吉
田
弦
二
部
」

る
菊
池
寛
」
「
童
謡
と
民
謡
・
五
編

（
大
正
二
一
一
）
年
七
月
七
日

「
小
品
三
つ
武
者
小
路
実

「
春
藤
森
成
士
口
」
「
父
帰

北
涼
白
秋
」
一
九
二
四

上
額
ニ
根
岸
嘉
明
編
「
太
陽
と
蛙
小
川
未
明
」
「
泣
く
児
鈴

木
重
信
」
「
仏
陀
と
戦
争
秋
田
雨
雀
」
「
兄
弟
山
本
有
一
二
」
「
未

知
の
世
界
加
藤
武
雄
」
「
土
蔵
須
藤
鐘
ご
「
名
君
菊
池
寛
」

「
小
僧
の
神
様
志
賀
宜
哉
」
九
二
五
（
大
正
一
郎
）
年
一

O
同
月

二
七
日

「
中
級
」
よ
り
も
年
長

青
年
期
特
有
の
様
々
な

年
煩
悶
が
描
か
れ
た
臼
本

却
の
現
代
作
家
の
作
品
が

司
選
択
さ
れ
て
い
る
。
読

峨
本
の
編
集
方
針
は
「
中

琳
級
」
と
大
き
く
変
わ
っ

t胃文
て
お
ら
ず
、
日
本
の
現

附
代
作
家
の
子
ど
も
向
け

作
品
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
！
と
い
う
性
格
に
変
化
は
な
い
。
作
品
を
選
択

す
る
境
点
は
鮮
明
で
あ
り
、
初
級
を
含
む
『
小
学
文
芸
読
本
』
四
間

全
体
の
作
品
選
択
の
方
向
は
貫
し
て
お
り
、
ブ
レ
は
な
い
。

こ
の
冊
は
級
」
用
だ
け
あ
っ
て
、

の
読
者
を
対
象
と
し
て
編
集
さ
れ
て
お
り
、

「
上
級
ご
に
は
、
揮
柳
政
太
郎
と
菊
池
寛
の
「
序
」
が
、
そ
の

ま
ま
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
「
中
級
」
で
は
、
そ
れ
に
続
い
て
師
範
学

校
主
事
の
荻
野
素
助
が
ヱ
序
」
を
書
い
て
い
た
が
、
こ
の
第
三
の

「
序
」
は
根
岸
嘉
明
が
代
わ
っ
て
書
い
て
い
る
。
注
隠
す
べ
き
は
、

そ
の
根
岸
の
序
の
米
尾
に
、
文
部
省
社
会
教
育
課
長
・
督
学
官
の
乗

杉
嘉
寿
が
校
聞
に
加
わ
っ
た
こ
と
が
書
き
添
え
て
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

あ
ま
つ
さ
え
、
「
上
級
一
ご
で
は
、
乗
杉
自
身
が
「
序
」
を
寄
稿
し

て
い
る
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
「
上
級
二
」
の
表
紙
に
は
、
「
文
部
省
認

定
」
の
添
え
書
き
も
加
わ
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
こ
の
『
小
学
文
装

読
本
』
は
、
中
級
編
の
「
山
梨
県
師
範
学
校
附
属
小
学
校
編
」
か
ら
、

上
級
縞
で
は
「
文
部
省
認
定
」
の
テ
キ
ス
ト
集
へ
と
「
昇
格
？
」
し

た
の
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
、
神
奈
川
県
の
社
会
教
育
に
関
わ
っ
て
い
た
根
岸
嘉
明

は
、
そ
の
仕
事
上
の
関
係
か
ら
生
ま
れ
た
新
た
な
人
的
繋
が
り
そ
伝

手
に
し
て
、
乗
杉
に
こ
の
副
読
本
へ
の
協
力
を
依
頼
し
た
の
で
あ
ろ

う
。
乗
杉
が
こ
の
読
本
の
作
製
に
あ
た
っ
て
、
自
分
の
名
前
を
貸
し

た
り
、
自
ら
序
文
を
寄
せ
た
り
し
た
の
は
、
彼
自
身
も
、
こ
う
し
た

「
文
芸
的
」
な
読
本
の
必
要
性
を
認
め
て
い
た
か
ら
に
違
い
な
い
。

乗
杉
は
、
そ
の
「
序
」
の
中
で
、
「
問
題
と
し
て
残
る
は
摂
取
の
方

法
と
用
意
」
だ
と
限
定
を
付
け
な
が
ら
も
、
「
人
間
と
し
て
の
陶
冶

の
本
義
」
の
た
め
に
、
「
新
し
き
教
育
は
文
芸
の
摂
取
を
閑
却
し
て

は
な
ら
ぬ
」
と
、
文
芸
読
本
の
有
効
性
に
言
及
し
て
い
る
。
こ
の

づ
小
学
文
芸
読
本
恥
の
シ
リ
ー
ズ
は
、
山
梨
県
師
範
学
校
附
属
小
学
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校
に
よ
る
編
集
か
ら
始
ま
っ
て
、
最
後
に
は

た
っ
た
副
読
本
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

「
文
部
省
認
定
」
を
う

損
岸
嘉
明
と
「
武
相
の
若
草
」

山
梨
県
師
範
学
校
附
属
小
学
校
を
退
任
し
た
後
、
根
岸
嘉
明
は
、

ど
の
よ
う
に
『
小
学
文
芸
読
本
』
の
編
集
に
関
わ
っ
て
い
た
の
だ
ろ

う
か
。
そ
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
根
岸
嘉
明

の
名
前
は
、
一
九
二
四
（
大
正
二
一
一
）
年
九
月
一
日
に
創
刊
さ
れ
た

「
武
相
の
若
草
」
の
編
集
人
と
し
て
登
場
し
て
い
る
。
「
武
棺
の
若

草
」
は
、
神
奈
川
県
の
青
年
間
連
合
会
の
機
関
誌
で
あ
り
、
こ
の
団

体
は
半
官
半
民
だ
っ
た
。
雑
誌
の
内
容
は
、
「
そ
の
名
の
示
す
よ
う

な
瑞
々
し
さ
を
も
っ
て
、
県
下
の
青
年
た
ち
の
擁
す
る
文
叢
の
牙
城

と
な
り
育
っ
て
い
っ
た
」
と
評
さ
れ
る
よ
う
に
、
文
芸
誌
の
色
彩
も

合
わ
せ
持
っ
た
社
会
教
育
雑
誌
と
し
て
、
県
下
の
青
年
た
ち
に
大
い

に
迎
え
ら
れ
た
と
い
う
。
［
店

現
在
、
雑
誌
「
武
相
の
若
草
」
は
、
わ
ず
か
の
数
し
か
残
さ
れ
て

お
ら
ず
、
そ
の
全
貌
は
不
明
だ
が
、
一
九
二
臨
（
大
正
二
一
一
）
年
に
創

刊
号
が
刊
行
さ
れ
、
一
九
三
八
（
昭
和
一
一
二
）
年
五
月
号
の
第
一
六
五

口
す
ま
で
は
、
現
物
が
確
認
で
き
る
。
雑
誌
の
創
刊
、
お
よ
び
編
集
に

は
、
神
奈
川
県
庁
教
務
課
の
職
に
あ
っ
た
金
井
利
秋
が
深
く
関
わ
っ

て
い
た
ら
し
く
、
そ
の
こ
と
は
金
井
の
追
悼
誌
な
ど
に
必
ず
言
及
さ

れ
て
い
る
が
、
「
武
相
の
若
草
」
誌
の
奥
付
に
は
、
直
接
の
編
集
者

と
し
て
金
井
の
名
前
は
見
ら
れ
な
い
。
金
井
は
、
神
奈
川
県
の
小
学

校
の
教
員
を
経
て
、
神
奈
川
県
庁
の
社
会
教
育
諜
に
籍
を
置
き
、
そ

こ
で
長
く
活
躍
し
た
。
リ
ベ
ラ
ル
な
人
が
ら
で
、
多
く
の
交
友
関
係

一
行
口
一
川
き
f

：4

一
明
宏
育
ん
で
い
た
よ
う
だ
。

一
抑
制
慾
一
瞬
磯
首
級
鱗
欝
一
明
一
九
一
ど
の
よ
う
な
き
っ
か
け

一

り

協

議

欝

…

一

一

根

岸

嘉

明

と

は

何

時

一

の

土

＼

誕

二

酬

で

接

触

す

る

よ

う

に

な

一
皆
殺
…
＼
畿

f

＼
欝
譲
同
一
恥
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ

一

：

‘

＼

ρ

滋
綴
緩
務
懇
滋
務
懇
議
令
一
若

一

政

ι
3
3
5
5
3
5

一
柳
る
。
し
か
し
、
青
年
向

一：；一一一ード：いい

j
i
l
l
l
i
l
i－
－
し
覗
け
の
文
芸
的
社
会
教
育

誌
を
企
画
刊
行
し
た
金
井
の
姿
勢
と
、
自
由
主
義
教
育
に
打
ち
込
み
、

『
小
学
文
芸
読
本
』
の
編
集
に
携
わ
っ
た
根
岸
の
姿
勢
と
は
、
相
通

じ
る
と
こ
ろ
も
多
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

「
武
相
の
若
草
」
の
投
稿
作
品
の
選
者
は
、
以
下
の
よ
う
だ
つ
た
。

す
な
わ
ち
、
創
作
作
品
は
新
潮
社
の
「
文
章
倶
楽
部
」
の
編
集
者
だ

っ
た
加
藤
武
雄
、
詩
は
小
田
原
の
民
衆
詩
人
福
田
正
夫
、
短
歌
は
前

回
夕
暮
、
俳
句
は
渡
辺
未
灰
で
あ
る
。
「
武
相
の
若
草
」
の
編
集
は
、

神
奈
川
県
に
在
住
す
る
当
時
一
流
の
文
学
者
を
動
員
し
て
行
わ
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。
地
域
青
年
団
の
活
動
が
こ
う
し
た
文
芸
的
な
趣
味

を
持
つ
雑
誌
へ
と
向
か
っ
た
の
も
、
こ
の
時
、
文
学
の
享
受
や
創
作

が
、
広
い
裾
野
を
も
っ
て
青
年
た
ち
に
支
持
さ
れ
て
い
た
か
ら
だ
と

考
え
ら
れ
る
。

接
岸
嘉
明
は
、
「
武
相
の
若
草
」
で
、
「
根
岸
花
鳴
」
、
あ
る
い
は

「
花
鳴
生
」
と
い
う
ペ
ン
ネ
ー
ム
を
使
用
し
て
お
り
、
誌
上
に
訪
問
削
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記
事
を
載
せ
た
り
、
「
武
相
の
草
」
か
ら
派
生
し
た
文
芸
雑
誌

「
青
芽
」
の
選
考
を
担
当
し
た
り
し
て
、
か
な
り
活
躍
し
て
い
た
よ

う
だ
。
も
っ
と
も
、
披
岸
が
、
編
集
兼
発
行
人
と
し
て
こ
の
雑
誌
に

関
わ
っ
て
い
た
の
は
、
創
刊
誌
か
ら
第
一
一
一
二
号
（
一
九
ニ
七
《
昭
和

一
一
》
年
四
月
号
）
ま
で
の
一
二
年
間
ほ
ど
だ
っ
た
ら
し
く
、
そ
れ
以
降
、

彼
の
名
前
は
、
こ
の
雑
誌
に
登
場
し
な
い

0
3〕

副
読
本
の
一
編
集
は
、
『
小
学
文
芸
読
本
』
の
上
級
（
お
そ
ら
く
初

級
も
）
の
刊
行
時
期
か
ら
見
て
、
こ
う
し
た
根
岸
の
「
武
相
の

草
」
編
集
の
社
事
と
併
行
し
て
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

『
小
学
文
芸
読
本
』
の
評
価

以
上
検
討
し
て
き
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、

本
』
は
、
次
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

山
梨
県
師
範
学
校
附
属
小
学
校
で
は
、
大
正
期
に
入
っ
て
か
ら
全

菌
的
に
隆
盛
し
た
自
由
、
主
義
教
育
の
余
波
を
受
け
て
、
自
由
、
王
義
教

育
の
影
響
を
受
け
た
一
部
の
教
員
に
よ
っ
て
、
先
進
的
な
実
践
が
展

開
さ
れ
て
い
た
。
『
小
学
文
芸
読
本
』
の
作
成
も
、
そ
の
試
行
の
副

産
物
だ
っ
た
。
こ
の
副
読
本
は
、
向
時
期
に
作
ら
れ
た
類
書
の
中
に

あ
っ
て
、
在
来
の
昔
噺
類
や
外
国
の
翻
訳
を
入
れ
て
い
な
い
と
い
う

点
で
、
も
っ
と
も
「
現
代
文
芸
的
」
で
あ
り
、
ま
た
先
駆
的
な
出
来

上
が
り
だ
っ
た
。

し
か
し
、
山
梨
県
師
範
学
校
附
属
小
学
校
で
は
、
読
木
編
集
の
中

心
人
物
だ
っ
た
根
岸
嘉
明
が
退
任
す
る
の
と
時
期
を
同
じ
く
し
て
、

こ
の
『
小
学
文
芸
読

自
由
主
義
教
育
へ
の
傾
倒
は
急
激
に
弱
ま
り
、
山
梨
県
師
範
学
校
附

属
小
学
校
が
主
体
に
な
っ
て
明
小
学
文
芸
読
本
』
を
続
け
て
刊
行
す

る
こ
と
は
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
で
も
、
司
小
学
文
芸
読

本
』
シ
リ
ー
ズ
は
、
神
奈
川
県
の
公
的
機
関
に
織
を
得
た
根
岸
嘉
明

の
手
に
よ
っ
て
、
「
初
級
ご
「
上
’
紘
一
・
一
ご
の
三
冊
を
続
け
て
公

刊
さ
れ
、
と
り
あ
え
ず
叢
書
と
し
て
の
結
構
を
整
え
る
こ
と
だ
け
は

で
き
た
。

だ
が
、
関
東
大
震
災
後
の
一
九
二
四
（
大
正
二
二
）
年
に
入
る
と
、

地
方
の
附
属
小
学
校
に
よ
っ
て
、
教
材
編
成
の
順
序
や
国
定
読
本
の

教
材
と
の
連
絡
を
意
識
し
た
本
格
的
な
文
芸
的
副
読
本
が
、
一
斉
に

作
成
さ
れ
始
め
る
。
そ
の
代
表
的
な
副
読
本
が
、
富
山
県
師
範
学
校

附
罵
小
学
校
の
編
集
し
た
叫
児
童
文
学
読
本
』
幼
年
編
三
冊
・
少
年

編
一
二
冊
で
あ
る
。
ま
た
、
同
じ
年
に
は
、
香
川
県
師
範
学
校
附
属
小

学
校
の
編
集
し
た
司
新
児
童
読
本
』
、
あ
る
い
は
東
京
高
等
師
範
と

東
京
女
子
高
等
師
範
鮒
属
小
学
校
雷
語
研
究
部
の
教
員
が
共
同
編
集

し
た
司
標
準
国
語
副
読
本
』
全
六
冊
な
ど
が
、
次
々
と
刊
行
さ
れ
る
。

ま
た
、
一
九
二
五
（
大
正
一
回
）
年
に
は
、
民
間
出
版
社
の
興
文
社
か

ら
も
、
よ
り
充
実
し
た
内
容
と
構
成
の
菊
池
寛
編
集
の
明
小
学
童
話

読
本
』
全
一

O
冊
が
刊
行
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
諸
本
と
比
べ
る
と
、

こ
の
『
小
学
文
芸
読
本
』
は
、
自
由
読
書
の
た
め
の
読
書
材
料
集
に

近
く
、
他
の
附
属
小
学
校
が
編
集
し
た
副
読
本
類
の
よ
う
に
小
学
校

の
教
育
課
程
全
体
を
十
分
に
見
通
し
て
い
た
と
は
言
い
難
い
。
ま
た

大
手
商
業
出
版
社
の
刊
行
物
と
比
べ
て
も
、
デ
、
ザ
イ
ン
や
装
丁
の
点

ーは一



で
子
見
劣
り
が
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
根
岸
の
ウ
小
学
文
芸
読

本
』
シ
リ
ー
ズ
は
、
そ
れ
ほ
ど
話
題
に
は
な
ら
な
か
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
つ
ま
り
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
商
業
的
に
も
、
ま
た
当
時
の
教
育

界
へ
の
影
響
と
い
う
点
で
も
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
貢
献
を
し
た
と
い

う
こ
と
は
で
き
な
い
。
［
同
〕

だ
が
、
そ
う
し
た
点
を
割
り
引
い
た
と
し
て
も
、
こ
の
『
小
学
文

芸
読
本
』
が
、
大
正
時
代
に
数
多
く
作
製
さ
れ
た
「
副
読
本
」
の
中

に
お
い
て
、
そ
の
最
先
端
の
走
者
と
し
て
の
位
置
を
占
め
て
い
た
こ

と
だ
け
は
間
違
い
な
い
。
あ
ら
た
め
で
こ
こ
で
、
そ
れ
を
確
認
し
て

お
き
た
い
。

主［

1
］
 

井
上
敏
夫
編
『
悶
語
教
育
史
資
料
・
第
二
巻
・
教
科
書
史
』
東
京

法
令
出
版
「
大
正
期
・
概
説
」
一
九
八
一
（
昭
和
五
六
）
年
密
月
二

八
八
一
員
。
の
ち
に
、
浜
本
純
逸
綴
・
井
上
敏
夫
著
『
教
科
書
を
中

心
に
克
た
国
語
教
育
史
研
究
』
渓
水
社
二

O
O九
（
平
成
二
一
）
年

九
月
、
に
収
録
さ
れ
た
。

「
月
刊
国
語
教
育
研
究
」
一
一
一
一
五
集
・
一
九
八
一
一
一
年
八
月
号
。
の

ち
に
、
滑
川
道
夫
箸
可
解
説
国
語
教
脊

i
国
語
教
育
史
の
残

響
h

東
洋
館
出
版
社
一
九
九
一
二
（
平
成
五
）
年
八
月
、
に
収
録
さ

れ
た
。
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
こ
の
本
に
収
録
主
れ
た
論
考
「
回

語
副
読
本
の
果
た
し
た
役
割
」
が
、
唯
一
、
「
国
語
部
読
本
」
に

［

2
］
 

［

3
〕

関
す
る
総
括
的
な
見
通
し
を
示
し
た
仕
事
で
あ
る
。
ま
た
、
木
村

勇
人
「
大
正
時
代
に
お
け
る
明
国
語
副
読
本
』
の
研
究
」
吋
一
国
語

科
教
育
』
第
四
六
集
・
一
九
九
九
（
平
成
一
一
）
年
、
木
村
勇
人

「
成
城
小
学
校
に
お
け
る
国
語
教
育
と
副
読
本
」
『
横
浜
国
大
国

語
教
育
研
究
』
第
九
号
・
一
九
九
八
（
平
成
一

O
）
年
は
、
多
く
の

文
献
の
博
捜
を
基
に
し
て
大
正

8
自
主
義
教
育
と
国
語
副
読
本
と

の
関
係
に
鋭
く
追
っ
て
お
り
、
こ
の
問
題
に
お
け
る
貴
重
な
先
行

研
究
と
な
っ
て
い
る
。

吋
初
級
」
の
内
容
に
関
し
て
は
、
広
告
に
記
殺
し
た
通
り
を
挙
げ

た
り
す
べ
て
の
収
録
作
品
の
題
名
は
不
明
で
あ
る
。
な
お
、
「
中

級
」
は
、
一
一
一
皮
図
誕
百
館
、
名
古
屋
市
立
鶴
舞
中
央
図
書
館
、
鹿
児

島
県
立
問
書
館
、
家
蔵
（
複
本
）
。
「
上
級
」
一
・
ニ
は
、
関
立
問

会
図
書
館
の
所
蔵
で
あ
る
。

『
六
十
局
年
記
念
誌
・
山
梨
県
師
範
学
校
』
非
売
品
一
九
一
一
一
五

（
昭
和
一

O
）
年
三
月
四
三
回

1
8
一
二
五
頁
。

荻
原
素
助
が
「
姉
範
学
校
教
諭
兼
師
範
学
校
舎
監
い
に
な
っ
た
こ

と
は
、
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
七
月
一
七
日
の
「
官
報
一
回
八

八
口
さ
に
記
載
が
あ
る
。

『
山
梨
県
教
育
百
年
史
第
二
巻
大
正
・
昭
和
前
期
編
』
山
梨
県

教
育
委
員
会
一
九
七
八
（
昭
和
五
三
）
年
三
月
八

0
1九
回
頁

を
参
照
し
た
。

「
山
梨
教
育
・
二
八
一
口
芝
山
梨
県
教
育
会
一
九
一
八
（
大
正

七
）
年
五
月
一
日
発
行
「
動
的
教
育
と
私
」
様
岸
嘉
明
、
こ
の
記
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〔

8
〕

事
に
先
行
し
て
「
山
梨
教
育
・
二
八

O
号
」
に
は
、
根
岸
の
授
業

を
参
観
し
た
二
記
者
」
に
よ
る
「
鰍
沢
小
学
校
参
観
記
」
が
官
官

か
れ
て
お
り
、
ま
た
「
山
梨
教
育
・
二
八
四
ロ
さ
に
は
、
戸
沢
虎

造
が
「
吋
動
的
教
育
と
私
』
を
読
み
て
」
を
書
き
、
根
岸
の
所
論

に
対
し
て
批
判
の
文
章
を
書
い
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

当
時
は
、
山
梨
県
で
「
自
由
教
育
」
の
実
際
に
関
心
が
集
ま
っ
て

い
た
こ
と
が
分
か
る
。

小
原
因
芳
他
『
八
大
教
育
主
張
』
玉
川
大
学
出
版
部
一
九
七
六

（
昭
和
五
二
年
七
月
四
頁
。
こ
の
本
は
『
八
大
教
育
主
張
』

（
大
正
一
一
年
一
月
・
大
日
本
学
術
協
会
）
発
行
の
「
復
刻
版
」

で
、
巻
頭
に
は
、
小
原
殴
芳
の
「
復
刻
に
際
し
て
い
と
い
う
文
章

が
置
か
れ
、
そ
の
中
に
講
演
会
当
日
の
儀
子
が
儲
か
れ
て
い
る
。

司
六
十
周
年
記
念
誌
・
山
梨
県
師
範
学
校
』
非
売
品
一
九
三
五

（
昭
和
一

O
）
年
三
月
一
二
八
九

1
三
九

O
資。

小
原
因
芳
編
『
日
本
新
教
育
百
年
史

5

中
部
』
玉
川
大
学
出

版
部
一
九
六
九
（
昭
和

E
g）
年
六
万
一
二

O
五
1
一二

O
ムハ頁。

円
山
梨
県
教
育
百
年
史
第
二
巻
大
正
・
昭
和
前
期
編
』
山
梨
県

教
育
委
員
会
一
九
七
八
（
昭
和
五
一
二
）
年
一
一
一
月
八
四
1
八
五
真
。

淀
谷
俊
・
大
塚
源
一
郎
編
『
嫉
中
文
人
録
』
柳
蕊
堂
書
店
（
甲

府
）
一
九
一
一
一
二
（
大
正
一
一
一
）
年
八
月
八
九
頁
c

『
日
本
児
童
文
学
大
事
典
』
「
逐
次
刊
行
物
・
銀
の
泉
」
大
日
本
図

書
第
二
巻
五
三
二
頁
。

溝
口
克
己
可
作
文
の
楽
し
み

i
「
銀
の
泉
」
を
教
材
に
』
山
梨
日

〔

9
〕

〔

ω〕
［
日
〕

〔ロ〕
［
日
〕

r-i 
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〔
行
］

日
新
開
社
一

O
一
O
（
平
成
二
二
）
年
一

O
月
、
は
、
「
銀
の

泉
」
の
中
の
作
品
を
鑑
賞
し
な
が
ら
、
現
在
の
子
ど
も
た
ち
に
も

作
文
の
面
白
さ
伝
え
よ
う
と
意
図
し
た
審
物
で
あ
る
が
、
そ
こ
に

は
、
こ
の
雑
誌
の
現
存
数
が
三
四
mm
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
『
大
月

市
史
・
通
史
編
』
か
ら
の
情
報
と
し
て
、
一
九
四
一
（
昭
和
一

六
）
年
一
一
月
二
七
日
付
け
の
「
銀
の
泉
」
が
最
後
の
発
行
で
あ

る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

『
小
学
文
芸
読
本
上
級
』
の
ニ
間
に
加
藤
武
雄
の
作
品
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
の
は
、
加
藤
が
「
武
棺
の
若
草
」
の
投
稿
作
品
の
選

者
だ
っ
た
こ
と
と
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

筆
治
「
『
武
知
の
若
車
』
初
期
の
青
年
詩
人
群
像
」
『
金
井
利
秩
先

生
追
悼
集
・
務
草
萌
ゆ
』
さ
が
む
若
草
の
会
一
九
九
一
（
平
成

一
ニ
）
年
ニ
月
一
六

O
頁。

な
お
、
金
井
利
秋
と
「
武
相
の
若
草
」
に
関
し
て
は
、
以
下
の
文

献
が
あ
る
が
、
ど
れ
に
も
根
岸
嘉
明
の
名
前
は
登
場
し
な
い
。

金
井
利
平
「
大
正
期
に
お
け
る
農
村
青
年
の
文
芸
活
動

i
？
滅
相

の
若
草
』
誌
上
で
活
開
削
し
た
人
々

i
」
『
拍
相
模
原
市
立
図
書
館
古

文
書
室
紀
要
』
第
七
号
祁
模
原
市
立
図
書
館
古
文
議
官
室
編
一

九
八
四
（
昭
和
五
九
）
年
三
月
二
七

1
一
二
九
頁
。

鈴
木
貞
一
「
思
郷
・
金
井
利
秋
先
生
の
卒
寿
の
賀
に
寄
せ
て
」

『
郷
土
相
模
原
』
第
二
二
号
一
九
八
七
（
昭
和
六
二
）
年
八
月

一一一（）一

O
賞。

金
井
利
平
「
終
駕
の
記
録
（
郷
土
文
化
探
求
の
人
々
の
歩
み
）

16-

［

M
山
〕



〔口〕

i
孤
愁
入
金
一
井
利
秋
と
司
武
相
の
若
草
』

i
」
第
一
七
号

九
九
二
平
成
一
二
）
年
八
月
一
五

1
一
八
頁
9

一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
七
月
に
、
「
武
棺
の
若
仲
間
十
編
集
部
」
の
名

前
で
出
さ
れ
た
『
普
通
選
挙
法
と
そ
の
精
神
』
と
い
う
名
称
の
小

冊
子
の
「
編
集
兼
発
行
人
」
も
彼
岸
嘉
明
と
な
っ
て
い
る
。

一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
九
月
に
刊
行
さ
れ
た
明
白
内
二
百
円
三
百
円

及
び
千
円
で
出
来
る
青
年
文
庫
図
書
目
録
・
名
合
屋
市
児
盛
岡
帯
宙
研
究

会
選
定
優
良
児
童
図
書
図
録
』
市
立
名
古
田
尽
図
書
館
編
纂
・
非
売

口
問
（
名
古
屋
・
川
瀬
書
店
）
の
「
課
外
読
本
」
の
項
目
に
は
、
一

二
穣
類
の
「
課
外
読
本
」
が
挙
げ
ら
れ
お
り
、
そ
の
中
に
根
岸
嘉

明
の
『
小
学
文
芸
読
本
・
上
級
一
一
』
が
選
ば
れ
て
い
る
。

［
同
日
〕

-17 


